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平成３０年度名取市教育基本方針 

 

 市民一人ひとりが、ふるさとへの愛着と共に助けあう心を

育み、魅力に満ちあふれた元気なまちの創造を目指し 

・心身共に健康な児童生徒の育成 

・人間性豊かな人づくり 

・地域文化の創造と文化遺産の活用 

・市民総スポーツ活動の推進 

を重点に市民の生涯にわたる学習の充実に努める。 

 

１ 生涯学習振興施策の推進 

  家庭・学校・地域・関係機関等がそれぞれの教育機能及び資源の利用と活用に努め、市

民一人ひとりのライフステージにおける学習をとおして、自己充実や生活向上が図られる

いきいきとした生涯学習社会の実現を目指し、次の施策を推進するとともに、次期「生涯

学習振興計画」の策定作業を進める。 

   

 (１) 生涯学習推進体制の充実 

 (２) 学習機会の拡充 

 (３) 情報提供と学習相談体制の確立 

 (４) 学習環境の整備充実 

 

２ 学校教育の充実 

 (１) 目 標 

    社会の変化に対応できる「生きる力」を育むとともに、知・徳・体の調和のとれた

人間性の育成を目指した学校教育を推進する。  

 

 (２) 重点施策 

   ア 教育要領・学習指導要領の趣旨を踏まえた適切な教育課程の編成と実施に努め、

教育目標の具現化を図るとともに、特色ある学校づくりを推進する。 

   イ 指導体制を確立し、児童生徒の理解に基づく生徒指導と進路指導の充実・強化を

図る。 

   ウ 研修の質の充実と機会の拡充により、教職員の能力及び資質の向上を図る。 

   エ 地域の実態に即した、ゆとりと潤いのある教育環境の整備充実を図る。 

 

 (３) 具体的施策 

   ア 教育活動の充実 

      (ア) 小中一貫教育と小中連携事業を推進し、義務教育９年間を見通した系統

性・連続性のある教育活動の充実を図る。 

     (イ) 「確かな学力の向上」を目指し、「何のために学ぶのか」という学習の意義
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を共有しながら「主体的・対話的で深い学び」を重視した授業内容と指導方

法の工夫・改善を図る。 

      (ウ) ふるさと名取を愛する心情を育み、地域の素材や人的環境を生かしたふる

さと学習を展開し、志に高める。 

     (エ) 心の教育を大切にし、道徳教育と情操教育の関連・融合を図ることで、道

徳的実践力を育成する。 

     (オ) 図書館教育の環境整備を行い、児童生徒が読書活動に親しみ主体的に学ぶ

機会の充実を図る。 

     (カ) 食に関する指導の全体計画をもとに、学校給食と各教科・領域との関連を 

       図った指導の充実を図る。 

     (キ) 健康、安全に関する指導を推進し、児童生徒の健康増進と体力つくりの充

実を図る。 

(ク) ICT 環境の計画的な整備を行い、情報教育や教科指導の充実を図るととも

に、メールやＳＮＳ等に係る情報モラル教育を推進する。 

(ケ) 特別支援教育充実のために適正な就学指導を行うとともに、配慮を要する

児童生徒の学びの環境を整え、一人ひとりの実態に応じた効果的指導に努め

る。 

(コ) 毎月「１１日」を「防災学習日」とし、市立学校共通のカリキュラムによ

る防災教育を推進するとともに、各校における防災教育の自校化に努め、災

害種別に応じた避難訓練等を実施することで、防災意識と防災対応能力を育

成する。 

      (サ)  幼児教育との連携の充実を図り、発達や学びの連続性を踏まえた小学校へ

の円滑な接続を目指す。 

   イ 生徒指導と進路指導の充実・強化 

      (ア) 児童生徒相互の交流及び児童生徒と教師のふれあいを大切にした、望まし

い人間関係の育成に努める。 

      (イ) 人権意識の育成を重視するとともに、児童生徒の心身の状態を把握するこ

とでいじめや不登校、問題行動等の未然防止に努め、問題が発生した際に迅

速で適切に対応できる指導体制を確立する。 

      (ウ) 学校と家庭、地域社会や関係機関との連携・強化に努め、カウンセリング

マインドによる教育相談活動と心のケアを推進する。 

(エ) 小中連携を図り、規範意識の高揚と望ましい生活習慣形成のための生徒指

導に関する情報共有に努める。 

(オ) 自らの生き方を見つめ主体的に進路選択できるよう、情報提供とサポート

体制の構築を図る。      

   ウ 教職員の資質向上 

     (ア) 主体的な校内研究・現職教育を充実させ、教職員の実践的指導力の向上を

目指す。 

     (イ) 各種研修会・研究会等、研修機会の拡充に努めるとともに、研修内容の充

実を図る。 
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     (ウ) 小中連携による互恵性のある交流や研修の充実を図り、教科指導や防災教

育、生徒指導上の諸問題に対する資質向上の充実に資する。 

 

(エ) 研究主任者会の活性化を通して各校の校内研究等について成果を共有し、

各校の研究推進を促し、授業力の向上に資する。 

   エ 教育環境の整備充実 

     (ア) 安全・安心な学校環境を整備し、適切な管理・運営に努める。 

     (イ) 学校評議員制度と学校評価の実施・公表を生かし、学校運営の充実に努め

る。 

     (ウ) 施設・設備及び教材教具等の適正な管理と効果的な活用に努める。 

     (エ) 事業者と連携し、安全・安心で楽しい学校給食の提供に努める。 

(オ) 通学路の危険箇所等の点検を行い、児童生徒の安全確保に努める。 

(カ) 家庭や地域と連携し、学校の実態に応じた協働教育体制の構築に努める。 

 

３ 社会教育の充実 

 (１) 目 標 

    社会の要請や変化に対応できる人間性豊かな市民の育成に努め、潤いのある活力に

みちた地域社会の形成を目指す。 

 

 (２) 重点施策 

    生涯学習社会に即した、社会教育事業の推進充実及び社会教育施設の整備を図る。 

    

 (３) 具体的施策 

   ア 社会教育の充実 

(ア)  家庭・学校・地域・関係機関等と連携を密にし、活力ある社会教育の推進

に努める。 

(イ) 地域の課題解決、地域コミュニテイ充実等、地域力向上を目指した学習機

会・情報提供を推進する。 

     (ウ)  家庭教育支援の充実に努め、学習機会・情報提供を推進する。 

     (エ)  青少年の体験活動機会の提供と社会参加の促進に努める。 

     (オ)  社会教育関係指導者等の養成・活用に努める。  

      (カ)  学習・生活情報等の提供体制の整備を図り、学習機会の拡充に努める。 

     (キ)  社会教育施設関係職員の資質向上のため、研修に努める。 

   イ 社会教育施設の整備充実 

     (ア) 社会教育施設の整備と活用を図る。 

      

４ 文化芸術の振興 

 (１) 目 標 

    市民の豊かな情操を培い、かおり高い文化芸術とのふれあいと創造に努め、潤いと

安らぎのある感性豊かな市民生活及び活力ある社会の形成を推進する。 
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 (２) 重点施策 

   ア 歴史的風土に培われた伝統文化を生かし、文化芸術を身近なものとして市民文化

活動の裾野を広げるための新たな地域文化の振興を図る。 

   イ 先人の遺した貴重な文化遺産の保存・継承と活用を図る。 

 

 (３) 具体的施策 

   ア 文化芸術の振興 

     (ア) 文化芸術創作活動の奨励と鑑賞機会の拡充に努める。 

     (イ) 文化芸術団体の育成と活動の支援に努める。 

   イ 文化財の保存・継承と活用及び整備 

 (ア) 文化財の保存・継承と活用を図り、保護意識の普及・啓発に努める。 

(イ) 歴史的風土を生かした講座や体験学習機会の拡充に努める。 

(ウ)  指定文化財及び文化財関連施設等の整備を図る。 

 

５ スポーツの振興   

（１）目 標 

   市民が、生活の一部として積極的にスポーツに親しみ、健康増進と体力向上が図られ

るよう、生涯スポーツに触れる機会の充実を推進する。 

 

（２）重点施策 

  ア 市民総参加のスポーツ活動の振興を図る。 

イ スポーツ団体・クラブの育成に努める。 

ウ スポーツ施設の整備充実を図る。 

 

（３）具体的施策 

  ア スポーツの振興 

  （ア） 市民がスポーツに親しめる事業の促進を図る。 

  （イ） 誰でも気軽に参加できるニュースポーツの普及に努める。 

  （ウ） 大会・イベントなど、幅広いジャンルの情報提供を推進する。 

イ スポーツ団体・クラブの育成 

  （ア） 体育協会の育成及び連携強化に努める。 

  （イ） 総合型地域スポーツクラブ創設を推進する。 

  （ウ） 民間スポーツクラブとの連携を促進し、多様化するニーズに即した事業展開を

図る。 

  ウ スポーツ施設の整備充実 

  （ア） スポーツ環境の充実に向け、体育施設の整備を図る。 

  （イ） 学校施設の開放による利用者の増加に対応し、施設の整備を図る。 

  （ウ） 既存体育施設の改修を図り、有効利用に努める。 


